
秋田県在住。『障がいがあっても、家族みんなが、それぞれ望む自分の人生を大切にし
て地域の中で生活したい』を合言葉に、誰もが生きやすい「心のバリアフリーが浸透し
た社会」を目指して「NAOのたまご」を立ち上げ、障がい者支援事業、障がい児者や家
族の想いを伝える企画、健常者・障がい者交流事業などを行っている。今回は、上梓さ
れた「あなたは、わが子の死を願ったことがありますか？－2年3カ月を駆け抜けた重い
障害をもつ子との日々」（現代書館）に書かれたことを中心に、重症心身障害児と家族
のありのままの姿をお話しくださいます。 

講師紹介 
  
  

問合せ先：信州大学医学部学務第２係（Tel: 0263-37-2357） 
             玉井眞理子研究室（e-mail: pcmottenaiyk@yahoo.co.jp） 

 講師 佐々 百合子 先生  

       （「NAOのたまご」代表） 

日時：平成２９年６月２４日（土） 
      午後1時～3時 （受付開始 12時40分） 
 

場所：信州大学医学部 旭総合研究棟９階 

参加費無料 
手話通訳・要約筆記あり 
事前申し込み不要 

障害があっても、なくても、誰もが同じ生きやすい地域・社会とは？
私達は何ができるのでしょうか？ともに考えていきましょう。 


	スライド番号 1

